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1. はじめに：熊本大学マテリアル工学科におけるモ

ノづくり実験実習の概要

熊本大学工学部マテリアル工学科では、 モノづくり

教育を学部l年生から必修カリキュラム として下記の

通り実施している。

一年次；実践！ものづくり（14項目）

二年次：機器製作実習（11 項目）

マテリアル工学実験・基礎 編（13 項目）

三年次：マテリアル工学実験・応用編（16項目）

マテリアル工学実験・創造編

学科一学年46名の学生は6班から7班に分かれ、合

計54 項目 の実験および実習に一年次後学期から三年

次前学期までの約 2 年間をかけて取り組むことになっ

ている。三年次後学期からは、 マテリアル工学実験・

創造編が開講されるが、 この創造編は、 学科六講座に

8名程度の学生が配属され、2 名－4名程度の班を作り
一つの研究テ ーマを半年かけて研究するものである。

修得、 知識定着を目的とした細分化された実験項目 と

は異なり、 この実験実習では、 与えられた研究テ ーマ

に対する背景の理解、 実験計画の立案、 実験実施、 結

果の整理・検証、討論、 結論付け、 研究成果の発表と

いった一連の流れを約3ヶ月としづ比較的長い期間、

継続して経験することが出来る様に組み立てている。

2. マテリアル工学実験・創造編での学外共同研究の

実施内容
今回、 上述の創造編の実験実習において、 学外共同研

究を福井大学と行なったので、その研究内容を紹介する。

2. 1 研究目的

環境低負荷、 省エネノレギ一社会構築が急務である今

日、 輸送機器用の軽量高強度金属材料の開発が急務と

なっている。マグ
、
ネシウム（以下Mg）合金はその軽量

性から有力な候補材料であるが、 耐食性が極めて低い
といった解決すべき課題を有している。特に電気化学

的に卑であることから接触腐食が起り易く表面処理に

よる絶縁皮膜形成が不可欠な材料である。

Mg 金属およびその合金はこれまで水酸化マグネシ

ウム（Mg(OH) 2）皮膜形成により不動態化すると考えら

れてきたが、 皮膜内層に酸化マグネシウム（MgO）層が
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存在し、 このMgO内層が耐食性発現に寄与しているこ

とが最近明らかになりつつある。しかしながら、Mg 合

金上に形成されるMgOは一般的に多孔質となることが

多く、 今後のマグ
、
ネシウム合金の表面処理の開発方針

としては、 いかに轍密かっ均質なMgO皮膜を成膜させ

られるかといった点が重要となる。

本実験実習においては、 上述の背景を学生に理解さ

せ、Mg 合金の耐食性向上を目的として合金表面上に轍

密かっ均質な耐食MgO皮膜を成膜するレーザー 表面改

質技術を開発することを目的とした。具体的には、 レ

ー ザー を照射する前に アルカリ溶液に浸漬し轍密な

Mg(OH) 2 皮膜前駆体 を形成させた後にレー ザー照射に

より合金内 部車邸哉に影響を与えることなく表面のみを

Mg(OH) 2 から MgOへ改質するプロセス確立のための基

礎的知見を得ることとした。

2.2 実験方法

試料として商用純Mg金属（99.9 wt免）を用い、 その

表面には、4000番の研磨紙で機械研磨を施した。アル

カリ溶液処理として飽和Mg(OH) 2 水 溶液に室温で5分、

10分、15分間浸潰した後、 大気中でレーザー照射処理

を施した。レーザーは、Q-switch 型Nd:YV04レーザー

を用いた。レーザー ビーム径は約50 µm、 レーザー走

査間隔はlOµm とした。レーザー走査速度は、25 、50 、

100 、 200 醐Is と変化させてその影響を調査すること

とした。

レーザー照射試料の表面皮膜の構造は、 薄膜X線回折

により調査し、酸化物および水酸化物の同定を行った。

レーザー照射表面処理を施した試料の皮膜厚さの評価

は、 白色光共焦点顕微鏡（Lasertec model C-130 real

color light scanning confocal microscope）を用い

て行った。腐食速度 R (mm/year）は、1.0-3. 0 wt% NaCl

水 溶液中に浸漬させた際の水素発生量から算出した。

腐食表面観察は、 光学顕微鏡、 走査型電子顕微鏡を用

いて行った。

2.3共同研究体制

今回の研究では、（1）アルカリ表面処理技術の確立、

(2）レーザー照射処理技術の確立、（3）腐食特性評価、

の大きく 3 つの項目 に分けることが出来るため、 （1)

および（3）を熊本大学工学部マテリアル工学科 3 年次

学生4名と教員が、（ 2）を福井大学工学部機械工学科の






